
第１０回しまもと・にぎわい・地域活性化交流会(2017年度1回目) 

平成２９年６月２８日（水）１４：００～１６：００ in 島本町商工会 

岩橋マネジメントサービス 中小企業診断士 岩橋 亮 

議事録 



本日の構成と進め方 
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 １．はじめに（島本町商工会） 

 ３．これまでの経緯のご確認 

 ５．意見交換会 
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～ 休憩（１０分程度）～ 

 ２．しまもと・にぎわい・ねっとわーく推進委員会・会長より 

 ４．加速化交付金事業の現状 



２．しまもと・にぎわい・ねっとわーく推進委員会・会長より 
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・本日の意見交換会のテーマである情報発信に関連して。 
 
・ある高校でPTA活動をLINEでのやりとりで呼びかけた結果、２／３が参加した。 
 
・事業者にとってSNSは無料の情報発信手段。自社・団体もイメージアップを図れる。 
 
・所属している団体で、「３６５日３年間１０００回ブログをしなさい。」と言われ、 
 １月から月２５～２６回更新している。毎日しなあかんと考えると、こちらが勉強する。 
 ネタ探しをするようになる。 
 
 



4 

 ３．これまでの経緯のご確認 



「しまもと・にぎわい・ねっと」における地域活性化の定義 
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（１）町内外の多くの人に島本町のことを知ってもらうこと 

 

（２）イベントの結果として、島本町内商工業者の業績向上につながること 

 

（３）観光・イベント目的で町外から人を島本町に集めること 

 

（４）自然、歴史、文化等島本町の魅力・観光資源をピーアールすること 

 

（５）島本町の住民に島本町をもっと好きになってもらうこと 



しまもと・にぎわい地域活性化交流会の歩み① 
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H26.6.9  １回目  自己紹介と地域活性化の目標共有 

H26.7.14  ２回目 横のつながりの強化 

H26.9.8   ３回目 『島本町のにぎわい・活性化』のためにこれから何をすべきか 

H26.10.27 ４回目  『短期的に実現可能性の高い企画と具体的な中身の検討』 

H27.7.10   ５回目  『Kenchiくん・MINASE MARKET PLACE発表・しまもと・にぎわい・ねっと』 

H27.10.22  ６回目 『しまもと・にぎわい・ねっと運用方針検討、 
                しまもと・にぎわい・ねっとわーく推進委員会発足』 

H27.1 みなせ名店街『MINASE MARKET PLACE』  H27.4 水無瀬商店街『 第三土曜市』・ 開始 

H27.12.5  『 第三土曜市』 『MINASE MARKET PLACE』 『Kenchiくん』『100円商店街』同時開催  

H27.4広報しまもと『しまもと・にぎわい・ねっと』欄開始 

H26 フェイスブックページ『しまもと・にぎわい・ねっと』開始 

平

成

２

６

年

度 

平

成

２

７

年

度 



しまもと・にぎわい地域活性化交流会の歩み② 
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H28.9.27  ８回目  各団体の取り組みについての意見交換・地方創生加速化交付金事業 

H28.5.24  ７回目 しまもと・にぎわい・ねっとを商売繁盛につなげる方法 

H28.8.2 地方創生加速化交付金事業に島本町の 
      『水と緑のおもてなしのまち 島本町 西国街道をつなぐプロジェクト』が選ばれる 

H28.12.16 「離宮の水」ブランド協議会設立 

H29.2.8    ９回目 各取り組みの進捗状況の共有と意見交換 

平

成

２

８

年

度 

平

成

２
９
年

度 

H29.6.28 １０回目 加速化交付金事業の現状・集客・認知度向上・情報発信方法の共有・進化  

H29 10月頃予定 １１回目 

H30. ２月頃予定 １２回目 



＜年齢構成＞ 

 

 

 

 

 

 

フェイスブックページ『しまもと・にぎわい・ねっと』の現状 
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＜“いいね！”数推移＞ 

2015.3.31・・・１８２人 

2016.3.31・・・２６９人 

2017.6.18・・・３４０人 

＜内訳＞ 前回→今回 

島本町 １０５人→９９人 

大阪市  ４４人→４２人 

高槻市  ３８人→４９人 

京都市  ２３人→１７人 

茨木市   ９人→ ７人 

守口市      → ７人 

兵庫県      → ６人 

神戸市      →  ５人 

＜投稿記事別リーチ数（記事を見た人）ランキング＞ 

 

１位 17.05.17 【渡し舟の復活イベント】         ８６７ 

２位 17.04.19フランクフォート市姉妹都市       ６１１ 

３位 17.04.11尺代漁協テンカラプロジェクト開催  ４９９ 

４位  17.05.09 「離宮の水ブランド認証」の募集  ４６３ 

５位 17.05.01 歴史資料館コンサートVol.71 案内 ４３３ 

６位 17.05.20消費者まつり＆音楽フェス開催    ４１１ 

７位 17.04.22 MINASE MARKET PLACE開催中   ３４１ 

８位 17.06.07しまもと夏祭り                   ３３７ 

９位 17.06.06しまもと夏祭り                   ３３０ 

10位 17.06.01歴史資料館コンサートVol.72 案内   ３２０ 

 



しまもと・にぎわい地域活性化交流会の役割 
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島本町を良くしようと活動するお互いの相互理解を深める場 

新しいメンバーを積極的に受け入れ、新たな連携を構築する場 

積極的に行動する人が気づきや、協力、コラボを得られる場 

島本町にぎわい地域活性化の 

最新情報の共有と連携のきっかけづくりの場 
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 ４．加速化交付金事業の現状 

～現状・うまくいっていること・課題・今後～ 



加速化交付金事業の一覧 ※前回交流会資料より 
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（１）離宮の水ブランド化推進事業について（島本町商工会） 

    ・離宮の水ブランド化推進協議会発足（御報告ご依頼） 

  

（２）地方創生加速化交付金事業地域活性化事業取り組みについて 
 

①潜在化した特産品などブランディング事業（島本町商工会） 

・「離宮の水」を商標登録、離宮の水を活用した商品開発を推進 

  

②おもてなしイベントの事業化（尺代漁業協同組合様） 

・尺代テンカラプロジェクト 

  

③おもてなし空間の創出 

・みなせ野プロジェクト（ユミズフラワーズ様） 

・若山神社ワークショッププロジェクト（長井工務店様） 

  

④取組むための機能づくり（にぎわい創造課様） 

・組織体制の構築 



(１)・(２)①離宮の水ブランド化推進事業（島本町商工会） 
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・平成２８年度。特産品を作りたいからスタート。 
 
・離宮の水を商業活用に利用。 
 
・ブランド推進協議会発足。 
 
・試食会実施。７事業者８品目参加。 
 
・３月勉強会。 
 
・５月に利き水。 
 
・公募を実施し、１１事業者１１品目の応募があり、6/22に認証審査会。現在審議中。 
 今週中にも結果発表。７月下旬プレスリリース。審査会は今後年１回。 
 ３件以上あれば今年度中にも開催。 
 
・２９年度は取り組みのPRと新規事業者の開拓。 
 
・離宮の水のロゴマークを商標登録。 
 



②尺代テンカラプロジェクト（尺代漁業協同組合様） 
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・体験を行い、アンケートを２回実施。 
 大人も子どもも参加。内容は良い。珍しい釣りで面白い。 
 
・トイレの問題。和式。洋式にした方が良いのでは。 
 
・釣った魚が少なすぎて、昼食べるには足らない。お昼ごはんを考えていく。 
 
・日本式の釣りであり、よほど慣れていないと釣り辛い。 
 
・PR不足。島本町の方が少ない。（関電グランド跡の）マンションのPR動画撮影に 
 尺代に来られた。動画撮影。マンションができることが活性化につながる。 
 
・餌釣りは教えられるが、テンカラ釣りを教えられるスタッフを育てる必要がある。 



③みなせ野プロジェクト（島本町商工会） 
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・自然環境を利用してのにぎわい創出。 
 
・水無瀬神宮前空き地でオーガニックマーケット。 
 
・３月が第一回。６月まで毎月実施。 
 
・出展者の確保の課題。多くの方の来店があった。 
 
・水無瀬神宮の施設でワークショップ。庭造りの講習会。 



③若山神社ワークショッププロジェクト（長井工務店様） 
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・地域活性化の考え方として、島本町の特色のあることを体験してもらうことがある。 
 「体験」釣りの体験、ワークショップ（みなせ野）もそう。 
・若山神社。ベンチをつくるワークショップ。小学生に体験していただく。 
 工務店はジャングルジムを組む、木工で何かをつくるといった木工体験をしているが、 
 そこで終わっている。地域でしか味わえない体験をベンチで、地域と結びつけて 
 ワークショップを行う。小学校と事業者が結びついたイベントを行う。 
・背景として、第一小学校で、木琴のワークショップ。アートフェスタで仲が良くなった。 
 小学校自体が非常に協力的。校長・教頭とも話し合いができている。 
 授業の一貫として行うことができた。PTAと小学校と地域の関わりの一つの成果。 
・小学校もアートフェスタを行っていた。歴史文化資料館で対外的に出て、 
 外の小学校に体験してもらうワークショップ。今年も秋に開催。 
 小学校も地域を巻き込んでいきたいとなっている。 
・ワークショップの参加費は無料の時もある。 
 例えば、大阪の南港。大阪市内の企業イベント。３日で３万人くる。 
 設定１人１０００円で、大阪市内の人には「めちゃくちゃ安い」と言われた。 
 



④加速化交付金事業の総括と島本町の今後の動き（にぎわい創造課様） 
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・離宮の水。今週中に発表。広報。タウンページ、テレビの取材。 
 
・テンカラプロジェクトがPR不足とのことだが、テレビ取材２本の話がきている。 
 NHKとほんわかテレビ（ノンスタイルが来る）。テンカラ釣りの開催時に取材予定。 
 今までなかったものが出来てきている。TV局も食いついてくれる。 
 
・（関電グランド跡の）マンションの件の取材もある。離宮の水ブランドもPR。 
 
・みなせ野オーガニックマーケットはコンサートを開催予定。後援申請がきている。 
 
・若山神社ワークショップは観光歩き（阪急）でベンチを利用。小学生がつくった。 
 名前があるともっと良い。 
 
・引き続き会議を行う連絡会を設立。松下建設がシェアリングエコノミーで町の魅力PRに 
 取り組んでいる。島本町として、次の交付金があれば申請するつもりである。 
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５．意見交換会 



グループ別意見交換 
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批判厳禁→前向きな 
コ メ ン ト 、 感 想 を 

１ 発 言 １ 分 以 内 
（全員が１度は発言する） 

【ルール】 

前 向 き で 楽 し い 
雰囲気づくりを心がける 

【進め方】 

① 簡 単 な 自 己 紹 介 
（ １ 人 １ 分 以 内 ） 

②グループで意見交換 

③グループで話し合ったこと
を 代 表 者 が 全 体 発 表 

【テーマ】 

①加速化交付金事業を含む島本町のにぎわい 
  創出についての意見交換 
②集客・認知度向上・情報発信方法の共有・進化 



５．意見交換会発表要旨① 
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 加速化交付金事業を含む島本町のにぎわい創出について 
 島本町のにぎわいの材料に自然環境・江川の川沿いのコミミズクなど多くの方が来られ
る。ホタルは第三中学校・第二中学校前で鑑賞できる。阪急と新幹線が並列しているの
は珍しい。阪急水無瀬のくるまどめがタケノコ。などなど、町の魅力がいろいろあるが、
それだけでは、お金を使っていただくにはいたらない。ここをどうにかしたい。 

 町内だけでは限界がある町外からの参加者・来場者を巻き込んでのイベントで来店に
つなげる。それが継続的であることが重要。 

 既存の観光資源・イベントを連携させる。例えば、サントリー・離宮の水・尺代で「水」を
テーマにつなげる。尺代の水車を整備する。既存のものを新たにリノベーションする。 

 集客・認知度向上・情報発信方法の共有・進化について 
 インスタグラム等の情報発信が必要。 
 SNSばかりでもなく、マスコミ取材や業界誌のプレスリリースによるゼロ円情報発信を有
効利用。 

  ※プレスリリース・・・企業・団体がメディアに新たな取り組みを伝えることで、 
               取材してもらうこと。新聞・雑誌・テレビなど。広告宣伝ではないので、 
               取材される側の費用はかからない。 

 島本町のにぎわい創出のためにはサントリーに来られる外国人、観光客向けの情報発
信も大切。しかし、島本町内外の身近な人に魅力を発信して、興味をもってもらえる形に
しないと、観光客目当てでは安定性がない。「島本町の人の誰もが知っている」状態にし
ていくことが必要。 

 人のクチコミが一番大事。新聞・広報といった紙媒体を見ていただく。それがSNSにもつ
ながる。SNSでも発信力の幅を広げる。 
 



５．意見交換会発表要旨② 
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 その他 
 にぎわい創出・情報発信両方共通のテーマとして、体験していただくことが重要。 

 事業承継。情報発信ができて集客ができても、次世代の事業承継の目処がないと動機
につながらない。事業承継が自分の子どもに継がすと考えず、他者が事業承継をしても
らえるような経営体制。魅力的な企業になることを重点的にする。一定の安定収入があ
り、情報発信ができている魅力的な会社になる。そうであれば他者でも引き継いでくれる
だろう。 
 
 
 


